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� オンリーワンのサクラの里をつくるワークショップ 
1. ワークショップの目的 

市木サクラを取り巻く課題を共有し、桜ビジョンの理念「市⺠みんなでつくるオン
リーワンのサクラの里」実現のため、誰が、どのような取り組みを、いつ実施してい
くかを話し合います。 

 
 

2. ワークショップの流れ（80 分） 
（１）グループワーク① 取り組み例の確認・新規アイデア出し（15 分） 

 桜ビジョンの第３章「戦略」で掲げられた取り組み例（取り組みカード）を
確認する。 

 
 身近にあるサクラの状況を顧みて、浮かび上がる課題から桜ビジョンに掲げ

られた取り組み以外のアイデアを出し合い、白紙の取り組みカードに記入す
る。 

 
 

（２）グループワーク② 実施主体を考える（15 分） 
 すべての取り組みについて、誰が「実施できるか」を考え、取り組みカード

の「実施主体」に「○」つける（複数可）。 
 活動が持続可能なものとなるよう、みんなが自分事として積極的に関われる

よう考える。 
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（３）グループワーク③ 時期×難易度で分類する（15 分） 

 すべての取り組みについて、実施する時期と難易度の２軸で分類する。 
時期／難易度 すぐできる 頑張ればできる とても難しい 

短期 
（〜3 年程度） 

   

中期 
（3〜10 年程度） 

   

⻑期 
（10 年以上） 

   

 
（４）グループ間の情報共有 （15 分） 

 他のグループの分類を確認し、共有する。 
 

（５）全体での意見交換 （10 分） 
 市⺠みんなに推奨する重点的な取り組みを選定する。 

 
（６）マイアクション宣言 （10 分） 

 それぞれの立場から「率先してできること」一つにマークし、他のメンバー
と共有する。 


